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�　財団留学生の村上沙織さんから田中先生に

メールで現況報告があり、アメリカン大学・

大学院の手続が順調にいっているとのことで

す。壮行会は７月２７日で次年度に入りますの

で、壮行会に出席される方を次年度理事会に

て決定するよう申し送りしました。

１）２００７～２００８年度国際ロータリー第２５１０地区

　ガバナー事務所開設のお知らせを受領しまし

た。

２）ロータリー手帳があと１冊だけ残っており

ます。希望の方は幹事まで。

３）今年度も残すところあとわずかとなりまし

た。委員会でまだ請求書を出されてない委員

会がありましたら、大至急提出お願いいたし

ます。また、活動が終了した委員会につきま

しては報告書も早めにお願いします。

会報受領先

・・赤平ＲＣ　　№２２６５号～№２２６８号

・・羽幌ＲＣ　　№１３５６号～№１３５９号

������　　　　　　　　大嶋愛好会幹事

　６月２４日留萌カントリークラブにおいて今年

度第３回目の愛好会を開催いたします。今回は、

小平クラブの新名会員の喜寿お祝いコンペと

なっておりますので多数の会員の参加をお願い

します。
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�����　　　　　　　　　　　　河部委員

「心に残るロータリアンの言葉」

　�������	
���　

　人の心というものは、普段はいろいろ鎧を着

ております。地位とか名誉とか財産とか、ある

いは血筋とか学歴とか肩書きなど無数の“自分

ではないもの”が心を包んでおります。

　先ごろ私は、たまたまお茶のグループの五十

周年記念のお茶会に出たのでありますが、お茶

席には露地の飛び石や蹲やにじり口などのさま

ざまのしつらえがございまして、そこを通るこ

とによって参会者たちの心を次第、次第に裸に

してまいります。つまり心の鎧を上手に一つ一

つ脱がせて行くのです。武士であれば大小を取

り去ります。町人であれば心の中の算盤を、こ

のときばかりは忘れ去ります。

　お茶席の悦びというのは、こうしてすっかり

鎧を脱いで赤ん坊のように裸になった亭主と客

とが、一碗の茶を介して心を触れ合い、ひびき

合わせる悦びなのです。裸の心を一言で申せば、

初心であります。人間の生まれたままの心とい

うのは、ポール・ハリスが自叙伝の中で述べて

おります。「少年の心」と同じものでございます。

寛大で親しみにあふれ、人様のためになりたい

という素朴な願いがごく自然に魂を輝かせてい

るものです。こうした初心に戻ることができた

人々が、ロータリーの例会で語り合うならば、

それは巧まずして楽しい例会になるはずでござ

います。頭の中であれこれと、例会を楽しくす

るにはどうしたらいいだろうかと考えて、無理

に演出したような楽しさを生み出してみても、

それは自然に出てきた楽しさでございませんか

ら、長続きしないのではないでしょうか。ちょ

うど空港で持ち物検査のためにくぐらされるよ

うなゲートを例会場の入口にこしらえてみては

どうでしょうか。その門をくぐる者は心の鎧を

何もかも捨てさること、という約束をするので

す。こうしてけがれのない、少年のような心に

なってこそ、例会場がくつろぎの場となり、や

わらかい心の交流、お互いの心のひびき合いも

実現するのだと思います。それが本当に「楽し

い」例会であります。

　森三郎「私のロータリー」から

・・あと２回の例会で終ります　すでに秒読み段

階に入っています　本日各委員長さん退任挨

拶よろしくお願いします　　　　　中川会長

・・会報委員長退任します　　　　　　田中会員

・・渡邊会員に退任しなさいとのメッセージをい

ただきました　　　　　　　　　　河部会員

・・途中退席　　　　　　　　　　　　対馬幹事

　前　回　　１，１５５，０００円

　今　回　　　 １９，０００円

　累　計　　１，１７４，０００円

「委員長退任挨拶」

�������	
���　　　　田中会員

　本日を含めて、あと２回で会報も終わります。

委員会構成は、副委員長が鈴木会員、委員には

平井会員と河部会員で、河部委員は、今年度か

ら出来ましたＩＴ委員も兼任しております。の

ちほど河部ＩＴ委員から、留萌ＲＣのホーム

ページについて、お話していただきます。ＰＣ

愛好会でエクセル講習会を２回、河部会員の事

務所をお借りして、開催することもできました。

留萌ＲＣ会員のＩＴスキルアップに、多大な貢

献もされました。例会記録のＤＶＤは、３０枚に

なる予定です。来賓卓話をお願いした１６名の方

には、卓話の部分だけをＤＶＤに焼いてお届け

しました。静止画は４月２５日までで、１１０２枚を

ＣＤ－Ｒ３枚に保存してあります。未整理でＨ

Ｄに保存されている写真もありますので、総数

は約１２００枚程度になると思います。資料管理と

して保管する電子媒体は、６４枚になり狭い書庫

のスペースの有効利用になると思います。活動

計画書にあります年度初めの計画は、ほぼ達成

されたと思います。就任挨拶でも訂正させてい
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ただきましたが、留萌ＲＣの会報は、Ｂ５サイ

ズに変更して、計画書や報告書と同一サイズに

しました。本棚に並べた時に見た目もすっきり

となります。このアイディアは、平井委員のア

ドバイスで今年度から採用いたしました。

�������　　　　　　　　　　河部会員

　お陰さまで留萌ロータリークラブは２５１０地区

で２６番目のホームページを開設するクラブとな

りました。ホームページを開設したと言っても

かろうじてスタートしたばかりです。これから

目に見えぬ課題と直面しながら、一歩一歩前進

していかなければなりません。ロータリークラ

ブにおけるＩＴ化は、いまや避けて通れない課

題でありますと共に、時間とコンセンサスを必

要とする大変厄介なものであり、これから担当

する会員は相当の労力をかけなければなりませ

ん。なにがあっても中断は出来ません。ホーム

ページは他のクラブの会員に、留萌ロータリー

クラブを紹介するページなのであります。どう

かその様なことから、会員皆様のご協力をいた

だき、発展永続させたいと思っております。今

後ともよろしくお願いします。

�����　　　　　　　　　　　森（幹）会員

　前任の齋藤会員から出席委員会に関する資料

を引継ぎ、拝見すると、過去の膨大なデータの

入った資料をお預かりしました。この資料を見

た時どうしようかとも思いましたが、前任者の

矢野会員、その前の松川会員のご協力により無

事終る事が出来そうです。この永年引継ぎされ

ている資料は、今までの全会員の履歴が残され

ております。この台帳に今年度の５１名の会員の

出欠状況を記入し、１年間の出席率、そして入

会してからの出席率を計算しなければなりませ

ん。この記録簿から歴代の出席委員長の苦労が

伝わってきます。今年度にこの記録簿はエクセ

ルで作成しましたので、次の委員長さんは多少

楽になると思います。この資料を次の委員長さ

んに渡し、委員長の退任といたします。ご協力

ありがとうございました。

�������	　　　　　　　　　越野会員

　委員に松村会員、金子会員がいましたが、実

際には親睦委員会に配布をご協力いただきまし

た。雑誌の購読料は一人年間２５２０円支払ってい

るので、出来るだけ持って帰り、読んでいただ

きたいと思います。特に毎月ロータリアン個人

の活躍を載せている風紋は私達に色々参考にな

る事を教えてくれています。ただ毎月かなりの

部数が残るのが残念です。

　社会奉仕委員会担当の留萌市海水浴場クリー

ン作戦（７月２日）、新世代委員会担当の第１回

るもいジュニア水泳大会（７月２日）の様子をガ

バナー月信に載せていただきました。またロー

タリーの友６月号には社会奉仕委員会担当の留

萌やん衆あんどん祭りについて載せていただき

ました。留萌クラブ４６周年に経費節減のため委

員長の独断で、新聞広告を取り止めたことを会

員皆様に申し訳なく思っております。ともあれ

１年間無事終了した事を報告いたします。あり

がとうございました。

�������	
���　　　西谷（英）会員

　会員増強はクラブの永遠のテーマですが、昨

年８月に情報委員会の協力により夜間例会も開

かせていただきました。今年度は江端会員と串

橋会員の２名の入会があり、その他で入会は次

年度になってしまいますがあと１名の入会が決

まっています。中川会長、関野エレクトの強力

なプッシュで現在も当っている人々が１人でも

入れば良いと思います。私自身次年度も個人的

に協力しようと思っておりますので、よろしく

お願いします。取りあえず１年間ありがとうご

ざいました。

�������	�
　　　　　　　高田会員

　情報委員会は毎週の３分間情報と、新会員研

修会を１０月に開催、そして情報集会を３回開催

致しました。思えば情報委員会は３年委員であ

り、１年目は気心のやさしい遠藤会員、２年目

は繊細な企画力・行動力を持つ松川会員、そし

ていよいよ３年目が私の順番でした。具体的な

活動方針はＲＩ会長・丸山ガバナー・中川会長
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の本年度のテーマのキーワードの共通点として

ロータリー家族、思い遣る、ロータリー活動に

参加する、このキーワードを意識して実践を決

意いたしました。情報夜間例会は８月に会員増

強委員会と共催し、会員のみで開催。９月には

職業奉仕委員会と共催、夫人も参加。アンケー

トの結果、不評でしたので２回で終了と思いま

したが、ロータリー家族の決意の決意が不完全

のままという事で再度挑戦し、３月に夫人、一

般の人も参加しての例会ということで、ぷるも

職員の参加をいただき夜間例会といたしました。

これはまずまずの評価だったと自負しておりま

す。行徳副委員長や河部委員さんの協力のお陰

と感謝いたします。以上退任の挨拶といたしま

す。

������　　　　　　　　　　　中出会員

　委員会として７月２日に留萌ジュニア水泳大

会を開催いたしました。またアクトクラブにつ

いては、新年度開始そうそう私の不徳により会

員が０名になってしまい、休会となりました。

とにかく１年間無事委員会活動が終了出来たこ

とに感謝いたします。

�������	　　　　　　　　　渡邊会員

　会員皆様のご協力と、深瀬副委員長さんと澤

井委員さんの適切なご助言とご指導により、１

年間の例会プログラムを進行する事ができまし

た。活動計画ではもう少し多くの留萌クラブメ

ンバーの卓話を戴く予定でしたが、それがかな

わず残念でした。入会して１２年になりますが、

一番長く感じた１年であり、一番まじめに卓話

を聞いた１年でした。あと２回の例会を残すの

みとなりました。皆様のご協力と友情に感謝い

たします。
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